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イメージング質量分析法によるウズラ卵黄中のホスファチイルイノシトールの可視化

【発表者について】アンダーラインは本学教員および研究員、○は発表者、※は卒研生または卒業生

これまでに我々は、イメージング質量分析法によりウズラ卵黄中に最も多く含まれるリン脂質であるホスファチジルコリン

が、黄色卵黄部において含有脂肪酸ごとに新規な層状構造を形成していることを発見した。本研究では、イメージング質量

分析法を用いてウズラ卵黄中のリン脂質の一種であるホスファチジルイノシトールの可視化条件を検討した。その結果、9-

アミノアクリジンを用いたネガティブイオンモードにおいて、ホスファチジルイノシトールを可視化することができた。こ

れらの結果は、H25-26年度の卒業研究によって得られたものである。
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